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１．概要（Summary） 

真空アーク放電空間中での金属蒸気の発生・拡散など

の流れの可視化を行うべく、ハイパス空間フィルタに使用

する円状のマスク面を持つ光学素子や、バンドパス空間

フィルタに使用する環状開口面を持つ光学素子を作製す

る。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高速大面積電子線描画装置 

マスク・ウエーハ自動現像装置群 

【実験方法】 

高速大面積電子線描画装置によりフォトマスクに様々

な半径の環状開口のパターンを描画する。そしてマスク・

ウエーハ自動現像装置群により、現像・アッシング・エッチ

ングを行い、5 inch 角の基板を 16 分割にすることで様々

な半径を持った環状開口フィルタの完成となる。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 にバンドパス空間フィルタの概念図を示す。2 つ

のレンズと今回作製した環状開口で構成されており、入射

したレーザの複素振幅のバンドパスフィルタリングを行うこ

とができる。また、円状のマスク面をもつ素子を用いること

で、ハイパスフィルタリングを行うことができる。 

これらの空間フィルタを用いて、真空アーク中の金属蒸

気の流れの様子の可視化を試みたが、明確な変化が見

られなかった。これは、真空中では金属蒸気が急速に拡

散されレーザ光の位相変化を生じさせるほどの密度勾配

が生じなかったことや、比屈折率が負である電子の存在

により位相変化が相殺されたことが考えられる。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

作製した環状開口型のマスクはほとんど市販されておら

ず、任意の半径の開口を持ったマスクを用いて様々な空

間フィルタを構築するためには、武田先端知スーパーク

リーンルームでの作製が必須であった。技術支援者で

あるエリック氏に深く感謝を申し上げる。 
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６．関連特許（Patent） 

なし。 

 

Fig. 1 Bandpass spatial filter. 
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